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終了時刻 2hOm天氣ノ良サ1 上 観測方向 ペシセウス座
観測時間 2hOm平均雲量1 0 ?
?
齢
維綾 出現貼 清減劃番號 時刻 確度 時間 光度 速サ 色 其他 俣 ? ㏄ 1司流星群





















4 18 4 0．6 0 MWR痕 46 十32 48 十22 P
5 28 4 0．3 2 R w 痕 58 十45 63 十41 P
6 33 3 0．3 2 R w 11 十57 B ＋51［
7 36 4 0．7 0．5 rRw痕（4s） 351十57 318十431P
S 40 3 0．4 3 R W 80 十72 U7十741@　i 1｝9 42 4 0．7 3 M Y 30 十64 47 ＋篶
10 44 4 0．4 2．5 rRw 43 十61 41 →一65】 P
11 49 3 0．4 3．5 R 355十78 310　　1¥801P
12 50 2 0．4 4．5 R 45 十54 65 ＋561PP
13 521 03 3．5 R 270十86 170十78
14 55 4 α4 2 R W 46 十39 46 ＋331P
15 1hO@　「
4 0．6 一〇。5 rRw　「痕（2・） 25 十30 20 　　；{14 P
　　　　　4，豊間に於ける火球5ζは阻石落下の襯測法
　この観測位難しいものは無からう．委托すべき背景がないのだから正確
を期する事は望まれないが，多数の観測者の結果から導びけば誤差を少く
するこεは出來る．端的に云へば出浸の方位角及高度ご其時刻εがわかれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば二人以上の観測から軌道を求められるのである。依つて我々はその方位
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仁君高度を求め得れば陶題はないのである．
　附近に山εか樹木εか何かの越があればスクツチに依って出没位置を
なるべく精確に記入する．次に経緯儀（Theodolite）の如き器械で方位：角
及高度を測量するのであるが，少からざる誤差を伴ふこ：主を豊悟せねばな
らぬ．此の場合はまだよい方で，附近に委托物の全く無い時は夏に困難を
感じやう．この場合には出陣の位置を見定めて，其場で粗略ではあるが手
をつかって方位角及高度の概略の値を求めるより方法はない．自分は通常
右手を充分伸ばした際小指から入差指まで四本の指を揃ヘブこ時，．脱離の挾
む位角が9。ミなるこミを知ってみるので，黄道光なE“の長さを目測する時
なさこれを使ってみる．これによれば撒度の誤差はあらうが多数の観測か
ら誤差を少くし得やうミ思ふ．
　以上の方法で方位角ε高度を測れば出現の日時より出浸の天球上の位置
は容易に計算し得るから目的を達する事が出癖る．音響εか爆獲分裂等の
観測は前出の方法で行ふべき事は勿論である．
　　　　　　　　　　5．　　耳鼻目測曝に聞する諸注意
　観測者の服装は，夜時特に屋外で行ふのであるから充分注意を携はねば
ならない．冷ナこい夜の翌月にひナこる：爲め風邪を引くおそれがあるから，ナニ
ミひ夏の夜でも浴衣一枚でやる襟なこミは避けなければならぬ．必ず野際
な防寒準備をし，夜露や霜等を除ける爲に，帽子（鳥打帽子の檬なものが
よい）をかぶってをく事である．
　観測時間は三時間以上はなるべくやらないがよい．身罷iに相談して行ふ
べきであって，無理な事をして健康を害する様な事があってはならない，
冬季の槻測は殊に注意を梯ふ必要がある．
　観測用の燈火は直接眼を刺戟せぬ弱いものが理想的である．赤玉のつい
た懐中電燈なさは書聖なものであらう．風が吹いても随える心配もないし，
経濟的の檬に思はれる．
　観測は晴夜であれば何時やつてもよい．何時新しい流星群が見つかるか
わからないのであるから，二月ミか三月ごかの流星数の少ない時でも注意
して頂きナこい．重要な流麗群は月夜でも観測の必要がある．流星群観測の
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場合は輻射鮎の近傍を中心εすべきであるが，他の場合は何所を目當てに
しても宜しい・牧獲の多いのは午前2時頃か3時頃であるが，流星群を肇見
する目的なれば時をえらばない方がよからう・
　同時槻測の場合には各観測者の時刻を正確に一致させる，事が特に大切
である．基線は100粁内外が適當であるが必ずしも此制限を要しない．
　次に観測用の星岡であるが，これは天文同好會で自由に得られる流星観
測專用のものを用ひるべきである・この囲は大圓を直線で書き得る襟に出
來てるるので輻射黒八の決定に至便である．「天界」にも度々蓮べられナこ通り
殆んE．・無制限に得られる星圖だから，こ・でも観測をおすすめする次第で
ある，
　　　　　　　　　　　　6．　む　す　び
　流星観測はそれ濁自0）目的を達する外，副産物εして星をよく蜷えられ
る利便がある．星圖ミ首引で星を豊えるのは苦痛をミもなふが，流星を相
手にするこ，いつの間にか星を蜷えてしまって何慮にあらはれた流星でも
すらすら記入二二る様になる．星を豊える結果，流星観測者はよく新星を
護見する．（白鳥座第三新星の護見者である英のデニングや本邦の憩田氏
は共に二心な観測家である．）　故に二二中に銀河を一度しらべる事は無用
ではなからう．
　齪測結果を整理して輻射鮎を求むる事は軌道の決定法の中に記して置い
た，｛乃て其慮を参照して戴きたい．
　既知の流星群の主要なものは同好三囲行の天文年鑑中に「輻射澱の表」ε
して載せてあるから御覧を願ひたい．　　　（1928・9・3）
　　　　　　「天界」紙上の流星に關する記事一覧褒
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